
環境学習施設としての事例

　近年の廃棄物関連施設においては，地域住民の環境問題への関心を高め，適切なご
みの分別やリサイクルの推進につなげることを目的として，見学通路や展示スペース
といった環境学習・啓発機能を導入・併設するケースが多くなっています。

(1) 資源化施設 やまとecoリサイクルセンター　環境学習設備

資源化施設（リサイクルセンター，リサイクルプラザ）における環境学習・
　啓発機能の導入事例は以下のとおりです。

津市リサイクルセンター　環境学習設備

資料６

（津市HP及びリサイクルセンターパンフレットより) （やまとecoリサイクルセンターパンフレットより)

廃棄物処理施設に求められる新たな役割

事業主体 施設名 処理対象品目 稼動年度

津市 金属類,ガラス類,ペットボトル,

リサイクルセンター プラスチック,不燃ごみ,粗大ごみ

山辺・県北西部広域 やまとeco

環境組合 リサイクルセンター

津市 平成27年

不燃ごみ・粗大ごみ,プラスチック
製容器包装,ペットボトル,びん,缶,
紙類,小型家電,有害ごみ

令和7年
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(2) 最終処分場

最終処分場における環境学習・啓発機能の導入は，立地や安全面での課題等
　もあり，公共主体の一般廃棄物最終処分場における事例は多くはありません。 エコアくまもと　環境学習設備

しかし，公共関与型の産業廃棄物最終処分場では，先進的な環境学習機設備
　を導入・併設しているケースも一部存在します。

エコフロンティアかさま　環境学習設備

（茨城県環境保全事業団HPより) （熊本県環境整備事業団HPより)

事業主体 施設名 処分場型式 施設規模 稼働年度

(一財)茨城県

環境保全事業団

(公財)熊本県

環境整備事業団

平成17年

エコアくまもと クローズド型 423,395 m3 平成27年

エコフロンティアかさま オープン型
2,400,000

m3
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